
公益社団法人 日本歯科医師会

在宅歯科医療推進に向けて

令和3年11月10日
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47都道府県歯科医師会の在宅歯科医療連携室事業内容
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1.広報活動・情報提供

2.歯科訪問診療の派遣要請・機器貸出

3.退院時カンファレンス等の事前調整、情報提供

4.ケアマネジャーなどとの連携、情報提供

5.歯科衛生士の情報共有

6.介護施設との連携

7.歯科のある病院との連携

8.歯科のない病院との連携

9.医師会（在宅医療の相談窓口など）との連携

10.在宅歯科医療などに関するニーズ把握

11.研修・講習会の開催

12.歯科医療職の人材育成

13.歯科医療職の復職支援

14.その他

在宅歯科医療連携室の事業内容（※複数回答あり）

令和2年度 地域保健・産業保健・介護保険アンケートより

〇在宅歯科医療連携室事業：
主に地域歯科医師会や自治体の
取組として住民や医療・介護等
の連携窓口として調整機能や
相談窓口、機材の貸出等を担っ
ている。
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在宅歯科医療を開始した時期（％）

「在宅療養支援歯科診療所における
在宅歯科医療に関する調査」（速報版）

最終送付数（不達・閉院等を除く） 10,991
（2019年12月時点で歯援診1または2の届出のある歯科診療所）

有効回答数および有効回答率 5,090（46.3％）
（2021年10月21日までの回収数）

在宅療養支援歯科診療所の届出実績のある
歯科診療所は以前から在宅を開始している 3



在宅歯科医療を実施していない8.5% (331施設)
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依頼がない

コロナで実施していない

コロナでキャンセルがあった

その他

実施できていない理由（複数回答あり）
（％）

（％）

令和3年4月～9月
在宅歯科医療の実施有無

（歯援診のみ ｎ＝3,897）

在宅療養支援歯科診療所における在宅歯科医療の実施有無と
在宅歯科医療が実施できていない理由
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在宅療養支援歯科診療所の届出歯科診療所においても8.5％は
調査期間中に在宅歯科医療が実施できておらず、その理由は
「依頼がない」との回答が最も多く、コロナの影響も確認できる。
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5.1
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将来の在宅歯科医療提供

（全ての回答者を対象）

今後も実施したい できれば縮小したい

その他 無記入
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

地域の歯科診療所との連携

在宅医療を実施する医科診療所との連携

歯科医療が必要な要介護者の情報が来ない

ケアマネジャーからの情報が来ない

歯科のある病院との連携

歯科のない病院との連携

訪問看護ステーションとの連携

地区歯科医師会による在宅連携

ICT（情報通信技術）等の活用

その他

歯科訪問診療提供に対する課題（複数回答あり） （％）

「医科診療所との連携」が課題と回答した割合が最も多い

将来の在宅歯科医療と課題（全回答者対象）
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算定回数の歯科診療所分布

R元年 R3年

（％）

65.3

20.8

10.2

3.7

将来の在宅歯科医療提供 (n=698)

今後も実施したい できれば縮小したい

その他 無記入

（％）

在宅療養支援歯科診療所の届出を継続できなかった歯科診療所結果①

在宅療養支援歯科診療所を継続できなかった歯科診療所
において在宅歯科医療を今後も実施したいとの回答は65％

698施設（13.7％）
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在宅実施件数や連携実績の課題がある

在宅療養支援歯科診療所の届出を継続できなかった歯科診療所結果②

698施設（13.7％）
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

過去1年間の歯科訪問診療1・2算定回数が10回に満たない

歯科衛生士がいない

新型コロナウイルス感染症の影響で訪問診療が減少した

多職種連携会議や施設等への技術的助言等の実績が不足

他の歯科医療機関等との歯科訪問診療連携実績回数が5回に満たない

栄養サポートチーム等の連携加算の算定がない

退院時共同指導料などの算定がない

その他

歯援診を継続して届出していない理由

歯科訪問診療1・2算定回数10回以上（3か月間） 歯科訪問診療1・2算定回数10回未満（3か月間）

（％）

＊令和3年4～6月の
算定実績より作成
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